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★ まっすぐなキュウリたちの午 後   

 

作 品 の背 景  

 

 キ ュ ウ リ を 食 べ な が ら 思 う 。 地 球 の 自

転 する速 さも、公 転 の周 期 も太 古 から今 の時

代 まで、それ程 変 わることなく保 たれてきてい

る 。 一 日 の な が さ は ず っ と 同 じ な の で あ るが 、

生 活 の密 度 は２０世 紀 にはいって急 激 に高 く

なってきた。みんな忙 しいのである。忙 しい生

活 を過 ごして行 くには、まっすぐなキュウリであ

ることが必 然 的 に要 求 されて来 る。べつにキュ

ウリでなくてもよいのであるのだが、そんな生 活

の中 では、個 性 を要 求 されることも少 なくなっ

てきた。可 能 な限 りさまざまな要 素 を一 般 化 し

て行 くことの上 で成 り立 ちうる社 会 構 造 となっ

ている。また、それに付 随 したことかもしないが、

「 な ぜ 」 と い う 問 い を 持 つ 機 会 も へ っ て き た の

で は な いだ ろ う か 。 や は り、 み ん な 忙 し いの で

ある。こんなことをいっているなら文 明 を放 棄 し

てどこかに立 ち去 ればよいではないか。 

 し か し 、 私 は 、 そ ん な こ と を す る つ も り

は更 々ない。現 実 としての文 明 を肯 定 しなが

ら、その進 路 を見 続 けて行 きたいと思 っている。

そして、「なぜ」という問 う姿 勢 を大 切 にして行

きたいと思 っている。問 うことなしに、今 の文 明

はありえなかったであろうし、問 いなき文 明 は、

居 心 地 の悪 いものとなるように思 える。 

 こうしているあいだにも、私 にとっての

午 後 （これからの未 来 ）は、過 ぎて行 く。 

 

 

 

この作 品 について 

 

 二 つの空 間 のうち一 つの空 間 では、反 復 と集 積 をする装 置 を使 い、労 働 することと、

消 費 して行 くことの記 憶 を提 示 する。もう一 方 の空 間 では、前 者 を生 活 的 視 線 からの水 平

なながめだとすると、この空 間 は、垂 直 な位 置 から前 者 を俯 瞰 する視 点 で、その記 憶 の集 積

と凝 集 を巨 視 的 にとらえる装 置 である。これは、長 いオーバルコースを二 台 の走 行 体 が、擬

似 的 な先 頭 交 替 をしながら競 い続 ける装 置 からなる。それぞれの走 行 体 には、液 晶 モニタ

ーが搭 載 されていて、もう一 つの空 間 の装 置 に搭 載 されているカメラから送 られてくる微 視

的 な映 像 をうつし続 け、背 負 い続 けながら周 回 を重 ねて行 く。 



作 品 の構 造     (中 京 大 学 Ｃ‐スクエアにおける展 開 :1997/10/13～11/8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まっすぐ なキュウリた ちの午 後 －走 行 体 の 周 回 メ カ ニズ ム  ( 部 分 1 )
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 この作 品 は、近 接 する２か所 のスペース

を使 い、それぞれのインスタレーションをビデオカ

メラの映 像 を媒 介 としてつなげて行 くことで全 体

が構 成 される。 

 

 ガラスの壁 によって仕 切 られた長 く細 い

空 間 (部 分 1＝走 行 体 の周 回 メカニズム) :  Ｃ・

スクエアのメインスペース)には、床 面 から１．４ｍ

程 の高 さに支 持 された、長 楕 円 状 のレールが設

置 され、その軌 道 上 で小 型 液 晶 ディスブレーを

備 えた走 行 システム二 台 が、互 いに関 係 しあい

ながらスピードを変 え(0.5m/sec～3m/sec 程 の

範 囲 ) 、 擬 似 的 な 先 頭 交 代 を しな が ら 周 回 を し

続 けて 行 く 。液 晶 デ ィスブ レーに は、も う 一 つの

スペースの装 置 (下 記 参 照 )に取 り付 けてある二

台 のビデオカメラの映 像 が(一 部 にＵＨＦ帯 のトラ

ンスミットを利 用 )、それぞれに割 り当 てられる。 

走 行 体 ( 液 晶 のディ スプレーが搭 載 されている。 )  

ディ スプレー映 像  

左 ： 街 の映 像   右 ： トロッ コ・レールの映 像  



 もう一 つのスペ

ース (部 分 2=砂 の街 の

パート)は、窓 のない典

型 的 な 展 示 空 間 で あ

る。その空 間 の壁 面 に

固 定 された途 中 までし

か な い 鉄 橋 の よ う な 構

造 ( 壁 か ら ５ ｍ 程 の 長

さ)が、床 から 1.5ｍ程

の 高 さ で 伸 び て い る 。

そ の 上 を 一 台 の ト ロ ッ

コ 型 の ダ ン プ が 、 往 復

しながらその鉄 橋 の先

端 で 砂 を 真 下 に 落 と

す 。 こ の ト ロ ッ コ は 、 砂

を 落 と す と 壁 の 方 に も

どり待 機 している。その

下 の 床 に 置 か れ た 甕

に は 、 砂 が 満 た し て あ

り観 賞 者 が、柄 杓 を使

っ て ト ロ ッ コ に 砂 を 供

給 す る こ と に よ っ て 一

連 の 動 作 を ス タ ー ト さ

せ る 。 ま た 、 ト ロ ッ コ に

は前 方 少 し下 よりの構

図 で ビ デ オ カ メ ラ が 取

り 付 け て あ り 、 鉄 橋 の

構 造 や落 ちて行 く砂 を

映 し 出 し て い る ( 近 視

眼 的 な 映 像 で 、 手 前

10cm ほどの所 に焦 点

が 合 わ せ て あ り 、 背 景

は ぼ や け て い る 。 ) 。 

落 ち て 行 く 砂 は 、 そ の

落 線 を 中 心 と し て 床

面 で 水 平 に 旋 回 し て

い る 、 街 並 み が レ イ ア

ウトされた(鉄 道 模 型 の H

心 力 でプラットフォームの上

ぼれた砂 は、床 面 に環 状

外 周 部 から回 転 の中 心 に

が固 定 されている。その視

て行 く砂 が映 し出 される。

まっすぐ なキュウリた ちの午 後 －砂 の 街 の パート  ( 部 分 2 )  

 この部 屋 のインスタ

は、メインスペースでの闘 争

を形 作 る。そして、その闘 争

    

3 
.O.スケールのもの)プラットフォームに行 く手 を遮 られ、今 度 は、遠

を回 転 の外 側 に向 け、吹 き流 されて行 く。プラットフォームからこ

のカルデラのように滞 積 して行 く事 となる。プラッフォーム上 には、

向 けてローアングルからジオラマの街 並 みを捕 らえるビデオカメラ

点 からは、静 止 した街 並 みと、とぶように過 ぎ去 る背 景 、駆 けぬけ

 

レーションによって作 り出 された、微 視 的 でセンチメンタルな風 景

的 なインスタレーションの中 に映 像 として内 包 され、ディティール

に、巨 視 的 なニュアンスをもたらす。  

      牛 島 達 治  

まっすぐなキュウリたちの午後 
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